
小松教区教化テーマ「このままでよいのだろうか。～出遇おう、ほんとうのいのちに～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年１月１日発行 

開所時間  

平日午前 9 時～午後 5時 
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発 行 

小松教務所 
〒923-0904 小松市小馬出町 26 
T e l 0761-22-0555 
F a x 0761-22-0529 
Mail komatsu@ 

higashihonganji.or.jp 
 開所時間  

平日午前 9 時～午後 5時 

一年の計
けい

は穀
こく

を樹
う

うるに如
し

くなし。十年の計は木を樹うるに如
し

くなし。 

終身の計は人を樹うるに如
し

くなし。   【中国の古典『管子』より】 

 

謹んで新年のお慶びを申しあげます。この格言は「1 年の計画ならば穀物を育てるのがよ

い。10 年の計画ならば木を育てるのがよい。そして生涯（100 年）の計画ならば人を育てる

のがよい。」という意味で、私の恩師である宮城顗先生から教えていただいた言葉です。  

師は謙虚で誠実な求道聞法の姿勢を貫かれ、まさに生涯をかけて自信教人信の誠を尽くし

て、後進の指導・育成にあたられました。 

宗門・教区では本年から来年にかけて、門徒戸数調査、行財政改革、慶讃法要、そして教

区改編と、いくつもの重要な計画が進められています。お念仏に生きる人を生み出し、育成

するという長期的展望に立って、今、必要な事業と対策を実行していきたいものです。 

宗門に身を置く一人ひとりが、傍観者ではなく、評論家でもなく、当事者として共に未来

を見据えた取り組みに参画とご協力をいただきますよう宜しくお願い申しあげます。 

小松教務所長 保 木 悦 雄 

 

 

 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

●真宗本廟（東本願寺）御正忌報恩講教区団体参拝を実施 

２０２１年真宗本廟御正忌報恩講団体参拝は、続くコロナ禍での参拝となり、昨年同様

教区門徒会員を対象とした少人数で、１１月２６日(金)に参拝しました。 

この日の京都は快晴で、冬の澄んだ空気の中、日中勤行参拝、大寝殿でお斎を頂いた後、

諸殿拝観・議場見学を行って、主に本山世話方のご本山へのご尽力を中心にその歩みを確

かめる内容でした。 

日中勤行では、門首ご導師のもと登高座は新門が執行されました。正信偈は真四句目下、

念仏和讃は十淘と比較的重たい法要でありながら非常に速くお勤めされ、コロナ感染拡大

対策の中のお勤めであったことがうかがわれました。 

お斎も一人ひとり飛沫防止のパネルが設置された席が用意され、皆でワイワイ頂くよう

なかつてのお斎とは趣が異なりますが、本山職員よりお斎の由来などが話されるなど、お

斎の時間を過ごしやすくする工夫がなされていました。 

議場では実際に席に座って宗議会・参議

会の様子を体験しつつ、宗憲前文の内容

「第３に、この宗門の運営は、何人の専横

専断をも許さず、あまねく同朋の公議公論

に基づいて行う」などの大切な意義を確か

め合いました。 

参拝の最後には参加者全員で記念写真。

いつかまた大人数での参拝が戻る日を願い

つつ、帰路につきました。 

（報告:教区駐在教導 西山郷光） 

  

   

●教務所における本山出版物取り扱いの終了予告【重要】 

昨年度（2020年度）から、各寺院・教会が注文する『法語カレンダー』『真宗大谷派手

帳』等、年間書の受注を本山が一括して行うなど、教務所を介さずに本山と寺院・教会

（門徒）が直接取り引きを行うようになりました。  

また、本山が運営する書籍購入サイトも年々充実し、宗門においてもインターネットに

よる書籍の注文が主流になりつつあります。そのような状況を受け、教務所での在庫管

理・発送業務等々の事務軽減のため、２０２２年６月３０日をもって教務所における本山

出版物の販売が終了となります（本山にて決定）。 

つきましては、教務所での取り扱いが終了する２０２２年７月以降、本山出版物をお求

めの際は下記方法にて購入くださいますようお願いします。 

➀各寺院・教会より書籍購入ネットサイト「読みま専科 TOMOぶっく」から直接注文 

※ネットサイトの登録・利用方法が分からない方は教務所までお問合せください。 

②本山出版物書籍取扱い店での購入 

・明文堂書店 Komatsu店（小松市沖町 451 TEL：0761-23-4280） 

・勝木書店 KaBoSイオンモール新小松店（小松市清六町 315 TEL：0761-23-2812） 

・うつのみや小松城南店（小松市城南町 39-1 TEL：0761-23-2777） 

※能美市には東本願寺出版取扱い店はありません。 



小松教区教化テーマ「このままでよいのだろうか。～出遇おう、ほんとうのいのちに～」 

 

● １月１８日（火）内局巡回の実施について 
  『同朋新聞（11月号）』にも掲載されているとおり、本山宗務当局より、将来にわた

って持続可能な宗務機構への転換を見据えた行財政改革の内局案が示されました。この

内局案の周知と意見聴取のため、下記のとおり小松教務所（講堂）にて内局巡回を実施

いたしますので、ご承知おきくださいますようお願いします。 

１ 日 時  ２０２２年１月１８日（火）１４時～１７時 

２ 対象者  宗会議員、教区会議員、組門徒会長、副組長、教化委員会幹事、 

坊守会役員、将来構想小委員会主査、有識者ほか 

３ 備 考  本山より内局（随行員）が出向します。 

 

●『同朋新聞』最新号および過去１年分をＨＰにて無料公開 

 小松教区ＨＰ（ホームページ）並びに東本願寺ＨＰにて、『同朋新聞』最新号およ

び過去１年分のバックナンバーをＰＤＦで無料公開しています。電子版『同朋新聞』

をご活用いただき、幅広い年代の方々にお読みいただければと思います。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

＜小松教務所 年末年始事務休止のお知らせ＞ 
下記の期間は年末年始休暇のため、事務取扱を休止します。 

・２０２１年１２月２８日（火）正午～２０２２年１月５日（水） 

なお、年明けは１月６日（木）から開所します。 

【緊急連絡先】主計（080-3394-6126） 

※ 電話が繋がらない時は、必ずメッセージを入れてください 

お詫びと訂正 

「小松教区ＨＰ」もしくは 

「東本願寺ＨＰ」より 

右記のバナーをクリック下さい。 

『教務所たより』１０月号の４頁、行事予定表に「日曜講座 講師 上杉彰子 氏（小松

教区 聖德寺）」と表記いたしましたが、「日曜講座 講師 上杉彰子 氏」という表記に

あらため、お詫びして訂正させていただきます。 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

 

小松教区 月間行事予定表 【２０２２年１月】 

 教区・常磐会館・教務所  本山・連区・関係団体・その他  

1 土   

2 日   

3 月   

4 火   

5 水   

6 木   

7 金   

8 土   

9 日   

10 月   

11 火   

12 水 

十二日講 9:30  
 講師 安藤 洋介 氏（大聖寺教区 浄泉寺） 
引き続き 新年互礼会（役職者のみ） 
引き続き 正副班長会 
組門徒会長会 13：00 

 

 

 

13 木   

14 金 第２回正副主査会[大聖寺教務所] 15：00  

15 土 いのプロ「修正会」 13：30  

16 日 
日曜講座 9：30 
  講師 和樂 賢章 氏（小松教区 行善寺） 

 

17 月   

18 火 内局巡回 14：00  

19 水   

20 木 
第３回新教区準備委員会 

[大聖寺教務所] 15：00 
 

21 金   

22 土 
坊守会基礎学習会Ⅰ 

 講師 小尾 香 氏(栄養コンサルタント) 
 

23 日   

24 月   

25 火   

26 水   

27 木   

28 金   

29 土  講師会奉仕団[本山]（～３０日まで） 

30 日   

31 月   

教務所年末年始事務休止 

（12/2８PM～1/５） 

修正会など、年末年始の行事について、

宗派指針（宗派 HPに有り）や教務所のガ

イドラインを参考にして、コロナ感染防止に

充分ご留意ください。 

講題：「聖徳太子千四百回忌」 

 

※ 教務所では「法要・聞法会開催のための

ガイドラインに基づき、コロナウイルス感

染防止対策を徹底しております。 

※ 行事や会議等に参加・出席される場合は

必ずマスクを着用ください。 

※ ただし、感染状況によっては、延期・中止

等の判断もあり得ますので、各主催者・団

体にご確認をお願いします。 


